










人にしかわからない、また 家族でなければ湧 てこないであろう深い理解と愛情が 本書全体を覆っている。
たとえば、波郷にはじめて俳句 手ほどきを 、水原秋櫻子との出会いのきっかけをつくってくれた故郷
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―カギ括弧内は章段名、以下同じ）と、当時の波郷の置かれた立場の苦衷を思い遣り、波郷の心中に寄り添う。その筆致には、波郷を知り抜いた令息としての顔がのぞく。
ふたつめは、著者がジャーナリストとしての経歴と見識をもつことによるものであろう。本書は広い視野に
立って叙述され、文章は平明簡潔で格調高い。 くに起筆部はみごとである。本書は月刊誌『俳壇』の連載が基にな いるそうで、連載という形式に拠るところがある かもしれないが、それにしても各章の起筆 みごとさは格別であ 。ある章は文学的に、ある章は時代の流れを時系列で冷静に捉え、というように書き出し部分は変化に富み、著者がかつて担当したコラム「春秋」や「私の履歴書」の文章を髣髴させる名文である。たとえば、 「友二、古郷―出会いと別れ」の章は、以下のように始まる。
天の時、地の利、人の和という。三つの条件に恵まれる幸運はやたらにあるものではないが、波郷はそんな運に恵まれたようだ。
いかがであろうか。また、本書は、近代日本の文化史・社会世相史に言及した部分も多く、日本 近代化黎明期の若者たちの精











高村光太郎・中原中也などなど。中学高校時代の国語の教科書でみたことのある名前が次々に登場 、読んでいると近代文学史のおさらいをしている気分になってくる。しかし、 うした登場人物たちは、教科書のなかのセピア色の写真の人びととは異なり、俳句や文学活動に命をかけ、笑い、話 、悩み、考える、理想に燃えた青年群像として本書 なかでは活き活きと躍動する。たとえば、関東大震災直後の東京で波郷たち若き俳人や草野心平や中原中也が貧しさと戦 がらも創作活動に野心を燃やしつつ懸命に生きる様子を描く（ 「貧しき詩人たち」 ）部分には、近代俳句黎明期の青年群像が活写され、 壇史であるととも 広 日本文化史の読み物としても興味深い。
　
本書は、山本健吉の「感受性鋭く自由柔軟な青年詩人の魂が新しい俳句運動の勃興に際会してあらゆる可能
性を試みる機会を獲たというこ 、ここには時代の青春と個人の青春と、二つの青春のまれな幸運な出会いがある」という文を引きながら、二十歳 波郷が 修業のために水原秋櫻子を頼って故郷松山から上京し、若き俳人たち 出会う ころから筆が起こされる（ 「 「馬酔木」の三羽烏」 ） そし 、伝統俳句の雄と て屹立していた高浜虚子とその結社「ホトトギス」 新しい主張を展開する秋櫻子との間で揺れながら、波郷は俳句の道をひ むきに歩むことになる（ 「虚子、秋櫻子それぞれの道」 ） 。以下、波郷の俳人 して 生涯が、 壇
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の交友関係を軸に描かれるのだが、その背景にあった波郷の生きた昭和初期を中心とした激動の時代の社会情勢へ 目配りも怠りない。
そして、最終章にいたるまで、適材適所の数多くの引用が織りこまれ、それが波郷とその時代のイメージに
厚みを加える。とくに、昭和十年代前半、日中戦争前後の叙述は、俳壇関係資料を丹念につづり合わせ俳人達の不安や戸惑いを活写しつつ、当時の日本社会の置かれた危うい時代状況を緊迫感ある筆致で浮かび上がらせる（ 「 「京大俳句」事件特高が急襲」 ・ 「囮にされた三鬼」 ・ 「 「馬酔木」を去る秋邨・波郷」 ） 。圧巻である。その一方で、戦後、映画スター して一世を風靡した大友柳太朗が波郷とは松山中学 同級生で、大友の誘いで俳句を始めたことなど、大友とのほのぼのとした逸話も織りこまれる（ 「大友柳太朗の誘い」 ） 。構成の緩急自在なところにも著者の筆力を感じる。また、この章の「引用」も絶妙である。
さらに、一度は距離をおいた恩師水原秋櫻子との再会の場面の引用からは、時代の流れのなかでそれぞれに
生活や主義主張に変容は生じても、俳句 未来を案じ理想を失わず 生きる二人の俳人の心の紐帯がひしひしと伝わってくる（ 「 『第二芸術』の弔鐘 撞く」 ） 。とともに、この部分の引用をとおし、日本の俳壇の希望のともし火をみた著者の感慨も、読 には伝わってくる である こう 引用」を読む楽しみも本書の特徴のひとつであることも記しておき い。これまでにも折に触れ紹介 てきたが、本書には膨大な資料が引用されている。資料は俳句関係書はもちろん新聞記事歴史書など広範にわたる。そして 資料の選択ならびに使用場所がじつに的確である。 がいか 多くの資料に当たり、読みこみ、引用箇所と内容 選択に心を配ったかが窺われる。ジャーナリストとしての著者の面目躍如たるも を感じる。本書はその意味で労作といえよ 。
波郷の人生には、出征、戦地で病を得て生死の境をさまよった末の復員、戦後の療養生活と苦難の道が続く
が、俳句への情熱は五十六歳で没するまで途絶え ことがなかっ 。











句があればよいのである」と思い至り、そ うえで「俺 は生涯の句がある だらうか」と自問した（ 生涯の一 」 ） 。波郷のこの重い言辞を切り取りながら、著者は自身の人生へ 思 もまたこの一文 重ねているように思う。そして、また、分野を異にするにしても、ひとつこ ひ すらに向き合っていきたいと願うひとびとにとっても、深く心 沁みる言葉であることだろう。
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